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【プロジェクトの目的】

　一般企業において従業員の管理および育成において、リーダーの EQ（Emotional 

Quotient）の大切さが強調されて久しくなる。しかし、リーダーシップそしてリーダー

たちのコミュニケーションにおいて、感情および感情表現が従業員管理および育成にど

のような影響を与えているかについてはあまり研究がなされていない。そこで、本プロ

ジェクトでは、リーダーシップにおける感情および感情表現の影響を明らかにすること

を目的とする。その最初のステップとして、以下の調査を設定した。

【調査設定】

1 ．概要

　感情および感情表現といっても範囲は広く、最初のステップとして、社会的交換理論

および相互作用的公正理論に基づき、リーダーの謝罪が従業員の職場での幸福感（ウェ

ルビーイング）にどのように影響を与えるかについて探究するべく調査を設定した。

　リーダーの謝罪は、誠実さ、責任、被害者への共感を示す倫理的な行動とされており

（Byrne et al., 2014； Tucker et al., 2006）、この行動を通じて、従業員が組織の一員と

して理解され、価値を認められていると感じることができる。その結果、リーダーの謝
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罪が従業員の全体的な幸福感を高め、特に仕事に関連する不安、抑うつ、退屈を減少さ

せ、仕事への意欲を高めることが認められる。

2 ．調査の手続き

　プロジェクト採択の結果を2024年 6 月に受け、青山学院大学研究倫理審査委員会に調

査許諾の申請書を提出し、調査実施の許可を 8 月に受けた（H24-22）。その際に許諾を

得た質問項目は、1. デモグラフィック項目、2. 上司の謙虚さについて問う質問、 3 ．上

司のリーダーシップスタイルについて問う質問、 4 ．上司への信頼度、5. 上司が謝罪し

た状況に対する対応、6.　回答者の職場におけるウェルビーイングなどを含む。

　2024年 9 月調査会社に Web 調査の依頼をした。対象者は、製造業（製薬、ヘルスケ

ア商品）に従事し、日常的に接する上司がいる20代から50代の男女500名とした。スクリー

ニング質問（質問紙）によって対象者を選出し、上司がいない場合は対象外とした。

　製造業に従事する人口（男女合わせて）は産業別でもっとも多く、2024年度の平均値

で、就労者合計数の6,781万人中1,046万人で全体の15.4% を占める（独立法人労働政策

研究・研修機構 , 2025年 3 月10日）。しかし、製造業だけでは対象者の幅があまりにも

広く対応が困難になる。そこで製造業のなかでも近年市場が拡大しているヘルスケア産

業に焦点を当てた。実際、経済産業省（2023年）によるヘルスケア産業の市場規模を中

長期的に把握する調査報告書によると、2020年の市場規模が25兆円であったのに対し、

2050年には、その約 3 倍の77兆円の市場規模が見込まれている。他方でヘルスケア業界

は、リソース（医療従事者や予算）のひっ迫や、後発薬の拡大などにより様々な変革を

余儀なくさせられている（Pwc, 2025）ことから、リーダーへの信頼や回答者のウェルビー

イングが一層重視される傾向にある。

3 ．調査結果と今後の計画

　結果として、製薬業界および医療業界の498名の従業員から調査データを収集するこ

とができた。データを分析したところ、リーダーの謝罪は、従業員の心理的なポジティ

ブな状態やリーダーに対するポジティブな態度の形成に影響を与えることが分かった。

また、その結果はリーダーシップスタイルとも深く関わり、権威主義的リーダーシップ

スタイルにおいては、謝罪したとしてもそれが回答者のウェルビーイングにつながって

いないことが明らかになった。

　この調査結果を踏まえ、2025年 6 ~ 7 月にオーストラリアで開催された国際学会（IAIR 
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＆ IACCP Joint Conference）で口頭発表を行った。また、論文を学会誌に投稿する予

定である。
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